



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































キリスト教 信者 なったの その
一っの証明であろう。
新渡戸も教育 重要性を意識したからこそ生涯において教育のために身を捧げたの ある。
明治期前後、
外国からあらゆる宗派のキリスト教が日本
に入ってきた。
そのような背景の中、
武士道の接木として
どのようなキリスト教が最も相応しいので
あろうか。
この
点においても既に触れたが、
アメリカ的或はイギリス的な
キリスト教ではなく、
あくまでも日本人自身が理解したキ
リスト教が望ましいと新渡戸は強調した。
新渡戸は、
あら
ゆる宗派に所属している宣教師 ちの解釈に従わずに
聖
書に書かれているイエスの言葉を直接理解 実践するのが望ましいと考え た。
ここで新渡戸の宗教及びキリスト教における思考は、
ど
のようなものであ か検討したい。
彼は、
「宗教とは神の
道に逝える行を為すことにて、
聴いたり、
悟ったりする許
りではない。
身に
現わすことである。（中略）宗教とは人
が神の力を受けて、
之れを消化し己れの性質に同化して、
己れのも として、
之れを他に顕わすことを云うのであ
る」と述べてい
る。
宗教は、
学問的或は倫理的なものでは
ないと述べ、
神の力を受けて消化し、
それを行いとして実
践するこ が大事であると主張している。
新渡戸は、
実際に日本人が古くから抱いた神道、
仏教、
儒教についてどのように考えているの
か、
以下の文章から
読み取れる。
日本には宗教体系は三つある
仏教すなわちゴウタ
マの体系は下層階級に人気があり、
神道の神々の数は
八百万にものぼり、
儒教は倫理形式で、
その国ではわ
ずかしか知られていない。
その神道の神殿は堂々たる
構えで、
金銭、
米、
餅などの供物は数多いが
仏僧は
その教 ていることを信じて ないし、
礼拝の堂は時
(40、
には商売人と買物客で混雑する。
上記の文章は、
新渡戸が米国留学中、
友徒会（キリスト
教のクエーカー派）の人々に対して語ったものであ
る。
ま
た、
これらの信仰及び「宗 体系」に対し
て、
日本人は厳
格的なも として扱うのではなく、
逆に気楽に商売など日
常的な生活と混合 いることが特徴であ
る。
このような
―二六
信仰生活はキリスト教と比較できないが、
特に神道は日本
の独特な文化として守るべき遺産と新渡戸は考えている。
さらに、
新渡戸にとってキリスト教の優れた点はもう一
つある。
それは
「パーソナリティー」及び「人
格」
である。
人の自由と人権の尊重が殆どなかった封建時代、
また天皇
中心主義という明治時代に、
日本人の「人格」への意識は
薄かった。
逆に、
西洋人には「三位一体（スリー・パーソ
ンス・イン・ワン）、
すなわち「三人のパーソンが―つの
神になる」というキリスト教の教義があり、
これによって
西洋の人々は「パーソン（人格）」の概念を理解している。そうした思想の背景に生きてい 西
洋人は、
「全智全能の
神と、
何事にも至らない自分のパーソンを始終比べて、
己
をより向上させることに努めて」おり、
「神の性を持つて
ゐると信じ、
しかもこの性を持つてゐながら、
神々に比較
して己を考へる時、
己はいかに不完全な存在であらう、
と
いふやうに考へてくる」のである。
つまり、
人は神にはな
れな が、
「神
の性」をもっていると信じているキリスト
教者は、
神の人格に近づけるように己を磨く努力を絶えな
い日々を送っている。
また「仏教にも人格といふことはあ
るやうであるが、
これはむしろ消極的であ
る」
と述べ、
仏
教における「自己否定」の概念を指摘している。
以上、
新
渡戸における「武士道」とキリスト教との「接木」の正当
―二七
性である。
では、
内村鑑一一の場合は、
どのように「武士道」とキリ
スト教を考えているのか以下の文章から検討しよう。
我等は人生の大抵の問題は武士道を以て解決する、
正
直なる事、
高潔なる事、
寛大なる事、
約束を守る事、
借金せざる事、
逃げる敵を遂わざる事、
人の窮境に陥
るを見て喜ばざる事、
是等の事に就て基督教を煩わす
の必要はない、
我等は祖先伝来の武士道に依り是等の
問題を解決して誤らないのである、
然れども神の義に
就き、
未来の裁判に就き、
而して之に対する道に就き
武士道は救ふる所が無
而して是等の重要な 問題
に逢著して我等は基督教の教示を仰がざるを得ないの
(42) 
である
内村は、
キリスト教を受け入れずとも日本人の日常生活に
困難なことは殆どなく、
大抵のことは伝統的な道徳体系で
ある「武士道」で解決できたと主張している。
しかし、
人
間の生活を超えたものに関して、
たとえば神の義、
死後に
おける裁判などについては、
武士道には存在しないためキ
リスト教に求め ければならないと強調している。
キリス
ト教については、
以下の様にも述べている。
武士道と云へば直に勇気を思はせられます。乃木大将、東郷大将、
其他我国古今の歴史を飾る勇士烈婦の行為
は国の礎また民の誇りであります。
日本人は義の為に
は死を恐れません。
日本人が賎しむものにして卑怯の
如き ありません。〔中略〕イエスは阿弥陀様とは異ひます。
彼に所謂「子羊の憤怒」がありました。
彼は
義の為に神殿を潔むるに方て人 面を憚れませんでし(43) た。
ここで注目したいのは二点ほどある。
すなわち、
一点目は
武士道の徳目である「勇気」はイエスの行動に現れている点である。
言い換えれば、
イエスの行動実態は武士道の徳
目に類似している。
二点目は、
イエスと阿弥陀との比較と
いう点である。
つまり「勇気」という文脈において、
内村
はイエスの方が何も恐れず、
神の義のために行動をとった
のは高く評価すべきと主張している。
このように、内村の「不完全なる」武士道を「完全なる」
(44) 
キリスト教と「接木」せざるを得ない理由が明らかになった。
また新渡戸と同様に、
彼自身も武家出身であることか
ら当然のように「武士道」という伝統精神を誇りに思っている。
しかし、
彼はキリスト教と出会ってから、
全ての日
本の伝統文化に対して強く守らなければならないという観念をもっているわけではない。
そのような背景から、
内村
もある程度 精神とキリスト教を「接木」しようとはするものの、
キリスト教の生き方に対する思いが強かったこ
とから、一八九一年に教育勅語に対する不敬事件を起こし、日露戦争への批判など、
当時の国民の伝統精神を批判する
姿勢を った。
武田清子は、
このような内村鑑三の姿勢を
「接木型でもあると共に対決型のキリスト教者」と評価し
(45) 
ている。
以上のように「武士道」におけ
る両者の共通点は、「伝
統精神の存続」
を必要とする点であったことが確認できた。
たとえその形態に変化を生じたとして
も、
武士道が次の時
代に引き継がれ、
世界に貢献出来ることが新渡戸と内村の
望むものであった。
日本の伝統精神と「接木」としてのキ
リスト教の精神を合わせもつ日本人が、
両者にとっての理
想的な日本人だった。
新渡戸は『武士道』を通じて、外（西
洋人）に向けて日本の伝統思想の持つ普遍性 有用性を訴えつつ、
内（日本人）に向けては、
新時代に対応するため
に日本人自身が変化
していく必要性を訴えていったので
ある。
―二八
おわりに
近代国家形成が進む明治期において、
その過程を支える
精神が欠けているという福沢諭吉の指摘は、
新渡戸稲造を
含め、
多くの知識人たちの共通の課題になっていた。
幕末
明治期に流行した「東洋道徳西洋芸術
」、
「和魂洋オ」
など
というスローガンの発生を見ると、
当時の多くの知識人及
び指導者たち は、
西洋の文明を受けながらも、
旧き伝統
を守りた という強い意志が見られ 。
こうした中、
日清戦争における日本
の勝利(-八九五）
の要因は、
近代的な教育制度及び軍事制度のみではなく、
祖先たちから受け継 だ武士の精神がそこにはあると新渡戸は主張した。
ほとんど忘れ去られていた「武士道
論」
が、
この時期になって世に浮上したのであり
武家出身の新渡
戸稲造もそこ 着目した一人であった。
新渡戸は時代精神
の波に乗って、
西洋人に向けて日本伝統文化及び思想の紹
介として、
英文Bushido:
The 
Soul 
of 
Japanを執筆したので
ある。
しかし、
彼は一方的に日本の文化を外国人に紹介するだ
けでなく、
武士道の道徳観念は普遍的であると主張し、
ま
た「東西区別なし」というメッセージを送ろうとし 。
新
渡戸は近代化の波に乗って、
西洋の文明からもたらされた
功利主義、唯物主義などの新しい思想を 「武士道」 とっ
―二九
て害あるものと見て危機感を抱いた。
彼は古くから受け継
がれた伝統である「武士道」に着目し、
それを現代に再生
させるためには強力的な倫理思想と結ぶ必要があると考えた。
その探求の果てに、
新渡戸は西洋文明の核でもあり、
精神でもあ キリスト教を見出したのである。彼にとって、キリスト教は武士道の
弱点を補うことができ
るものだ
っ
た。
また、
キリスト教の「人格」と「愛」の教義は
、武
士
道の徳をさらに高めることが出来 と信じた。
新渡戸は外国人に向けて日本の伝統文化の価値観の意義
を主張する一方、
国内に向けては、
近代国家形成を支える
武士道とキリスト教が結合した新たな精神のモデルを提案している。
これが新渡
戸稲造の『武士道』の特質であり、
同時に明治期という時代に規定され 彼独自 ナショナリズムの形でもあった。(l)
和辻哲郎『日本倫理思想史（四）』岩波書店、
二0―二年、
二六一頁
(2)
福沢にとってその欠けている「精神」は、
外国に対して自
分達の独立を強固なものとしての「人民独立の気概」である。
(3)
米原兼・長妻三佐雄（編）『幕末から冷戦後までナショナリ
註
ズムの時代精神』萌書房、
二00九年、
二0頁
(4)植村正久「基督教と武士道」内村鑑三『日本現代文学全集
十四・内村鑑三集附キリスト教文学』
講談社、
一九六八年、
二―頁
(5)内村鑑三「
武士道と基
督教」『内村鑑三全集第二十二巻』所
収、
岩波書店、
一九八0年、
一六一頁
(6)新渡戸稲造（著）矢内原忠雄（訳）『 』(-九00年）
『全集第一巻』一九六九年、
一三二頁
(7)森上優子『新渡戸稲造
人と思想
』桜美林大学北東アジ
ア総合研究所、
二0一五年、
五五頁
(8)谷口真紀『太平洋の航海者
新渡戸稲
造の信仰と実践』
関西学院大学出版会
二0一五年、
七五頁
(9)佐谷員木人『日清戦争
国民の誕生』講談社、二00九年
、
七S八頁
(10)古川哲史『日本倫理思想史研究〈第二〉武士道の思想とそ
の周辺』、
一九五七年、
四5五頁
(11)新渡戸稲造（著）矢内原忠雄（訳）『武士道』(-九00年）
『全集第一巻』一九六九年、
一三六＼七頁
(12)同右‘
―二九頁
(13)同右、
一三五頁
(14)内村鑑三は、
日清戦争について明治二七
(-八九四）年
九
月三日『国民の友』二三四号において「日
清戦争
の義」を
執筆し、
欧米人に向かってこの戦争を正当化するという意
見を述べた。
(15)森上優子『新渡戸稲造
人と思想
』桜美林大学北東アジ
一三〇
ア総合研究所、
二0一五年、
五0頁
(16)新渡戸稲造（著）矢内原忠雄（訳）『武士道』(-九00年）
『全集第一巻』一九六九年、
四二頁
(17)同右、
五五頁
(
18
)同右、
五七頁
(19)同右、
五八頁
(20)同右、
七一頁
(21)同右、
七六頁
(22)同右、
一七頁
(23)同右、
一―九頁
(24)同右‘
―ニニ頁
(25)和辻哲郎『日本倫理思想史（四
）』岩波書店、
二0―二年、
三ニ―頁
(26)勝部真長、『和辻倫理学のノート』、
東書選書、
一九七九年、
一六一頁
(27)西義之「武士道精神を考える
新渡戸と津田の歴史的考
察を対比しながら」『日本及び日本人
』一
九八二年
四月
、
一八頁
(28)新渡戸稲造（著）矢内原忠雄（訳）『武士道』(-九00年）
『全集第一巻』一九六九年、
一三四頁
(29)同右、
一三七＼一三八頁
(30)同右、
九四頁
(31)同右、
一―三頁
(32)同右‘
―二九頁
(33)同右‘
―二九頁
(34)同右、
一三五頁
(35)同右、
一九頁
(36)新渡戸は日本人
の陽明学者である三輪執斎を次のように引
用している。「天地生々の主宰、
人にやどりて心となる。
故
に心は活物にして、
常に照々たり」、「基本体の霊明は常に
照々たり。
その霊明人意に渡らず、
自然より発現して、
よ
＜其善悪を照らすを良知といふ、
かの天神の光明なり」『武
士道』(-九
00年）『全集第一巻』三九頁
(37)
新渡戸稲造
『偉人運像』
(-九三一年）
『全集第五巻』
一九六九年、
四三五頁
(38)そのモデルとしては、
新渡戸が
札幌に滞在していたとき、
内村鑑三が設立した「独立教会」と関わりがあったことから内村鑑三の「無教会」が近いのではないかと考えられる。
(39)新渡戸稲造「宗教とは何ぞ
や」
『人生雑感』
(-九一五年）
『全
集第十巻』一九六九年、
九＼―二頁
(40)新渡戸稲造（著）佐藤全弘
（訳）「Japan
and 
the 
Japanese日
本と日本人」Articles
to 
the'Friend
'Reviewフレンズ・レヴュー
、
一八八六年二月 三日、
John
Collinsによる寄稿文『全集第
二十二巻』ニ―頁
(41)アントニウス・プジョ「新
渡戸稲造
の神道観」『日本思想史
研究第四 三号 二0―一年、
七三頁
(42)内村鑑三「武士道とキリスト教」 -九一八年）『内村鑑三
全集第二十四巻』岩波書店、
一九八0年、
八頁
(43)内村鑑三「武士道とキリスト
教」
(-九二八年）『内村鑑三
全集第三十一巻』一九八0年、
二九四頁
(44)内村鑑三「武士道とキリスト教」(-九二八年）『内村鑑三
全集第三十一巻』一九八0年、
二九二頁
(45)武田清子『土着と背教』新教出版社、
一九六七年、
二九頁
口
